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三菱ＨＣキャピタル誕生
先進的なアセットビジネスの展開により、

社会価値を創出
リース会社の枠を超えた
先進的なアセットビジネスを

積極的に展開。お客さまの挑戦を支える
パートナーとして、開拓者精神を持って

新たな社会価値を創出。

● 気候関連財務情報開示タスクフォース
 （TCFD）の提言への賛同を表明

● 米国の大手海上コンテナリース企業
CAI Internationalを買収
当社グループのコンテナ保有数は世界第4位
グループの規模へと拡大。海上コンテナリース
事業のさらなる成長、競争力強化を図る。

● 10年後のありたい姿「未踏の未来へ、
 ともに挑むイノベーター」を公表
前例に捉われることなく未来へ挑む「イノベーター（誰も踏み
入れたことのない領域を切り拓き、革新していく存在）」であり
続ける会社になるとの思いを込めて策定。

● 三菱ＵＦＪリース誕生
ダイヤモンドリースとＵＦＪ
セントラルリースが合併し、
三菱ＵＦＪリースが誕生。

● 日立キャピタル誕生
日立グループ内の金融事業を統合、
その事業拡大を目的に、日立クレ
ジットと日立リースが合併。

● 販売金融事業を強化
リースを通じてベンダーの
販売支援を行う会社を買収。

● バリューチェーンにおける
 提供機能拡大
航空機リース会社の買収を契機に、
グローバルアセット事業の展開を加速。

● 収益機会の拡大
北米貨車リース会社との業務
提携や航空機エンジンリース
会社、海上コンテナリース会社
の買収など国際展開を加速。

● 新たな価値創造
ドイツにおける洋上風力発電所
向けの海底送電事業に参画する
など、ビジネスモデルの進化を
通じた事業参画、事業運営を展開。

● 再生可能エネルギー関連の
 事業化を開始
風力発電所や太陽光発電所の運営に参画し、自らが
事業主体となり再生可能エネルギー事業を推進。

● 物流施設の開発ならびにこれらに特化した
 アセットマネジメント事業を手掛ける
 グループ会社であるセンターポイント・
 ディベロップメントの完全子会社化
物流施設へのニーズに応えるため、両社の知見・ノウ
ハウを活用した施設開発を推進。温室効果ガスの
排出量削減、フロン規制対応、労働力不足など、物流
業界が抱えるさまざまな課題の解決に取り組む。

● 2023年度から3年間の中期経営計画（2025中計）
 を策定
統合して初めての中期経営計画をスタート。「10年後
のありたい姿」に向けた3次（「ホップ」・「ステップ」・
「ジャンプ」）にわたる中期経営計画における「ホップ」
として位置付け。

● 総額100億円のイノベーション
 投資ファンドを創設・運用
投資を起点としたスタートアップ企業とのオープン
イノベーションを通じた、新サービスの創出、新事業
の開発を促進。

● 再生可能エネルギーおよび
 次世代エネルギー事業を展開する
 European Energyへの出資
両社が有する技術力、ノウハウなどを活用し、
グローバルにおける再生可能エネルギー事業、
次世代エネルギー事業開発のさらなる加速、
展開を図る。

● ロボティクス分野における新規事業の
 開発・推進を加速するための専門組織
 「ロボティクス事業開発部」を設置
業界をリードするロボットサービスプロバイダー
として、労働力不足などの社会的課題の解決に
貢献。

三菱ＵＦＪリースと
日立キャピタルが
資本業務提携

2016

● 三菱ＨＣキャピタルグループにおける
 マテリアリティを特定
三菱ＨＣキャピタルグループが持続的に成長する
上で優先的に取り組むべきテーマとして、6つの
マテリアリティ（重要課題）を特定。課題解決に
向けた実効性のある経営、事業活動を推進。

価値創造の源泉 価値創造戦略 価値創造を支える経営 データ

三菱ＵＦＪリースは銀行・商社系、日立キャピタルはメーカー系のリース会社として、世界各地・さまざまな領域
でビジネスを展開することで、それぞれの強みを培ってきました。三菱ＨＣキャピタルとして1つの会社となり、
その強みを結集することで、お客さまや社会のさまざまなニーズを的確に捉え、持続可能で豊かな未来に貢献し、
私たちにしかできない新たな社会価値の創出に取り組んでいます。

世界各地でのビジネスを通じて培ってきた強みを結集し、
私たちにしかできない新たな社会価値を創出しています

05 06三菱ＨＣキャピタル 統合報告書 2024 三菱ＨＣキャピタル 統合報告書 2024

価値創造のあゆみ




